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お断り

• 現時点での1専門家としての私見を述べるものであり、厚労省
クラスター対策班のメンバーあるいは専門家会議のメンバーの
間での合意を得られていない内容を含みます。

• 経験したことのない未知のウイルスでありこのウイルスの出口
戦略は誰にも見えていないということが前提となります。



日本の新型コロナウイルス対策の目的

• 感染拡大防止策で、まずは流行の早期終息を目指しつつ、患者
の増加のスピードを可能な限り抑制し、流行の規模を抑える。

• 重症者の発生を最小限に食い止めるべく万全を尽くす。

• 社会・経済へのインパクトを最小限にとどめる。

（新型コロナウイルス感染症対策の基本方針 令和２年２月 25 日 新型コロナウイルス感染症対策本部決定）



日本の流行曲線



世界各国でのCOVID-19発生状況

New York Times 
https://www.nytimes.com/interactive/2020/world/coronavirus-maps.html
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日本の10万人あたりの死亡者数は、シンガポール・韓国と大差なく、日本の中で感染者数が最も多い東京でも
10万人あたりの死亡者数は欧米の10分の1以下であった。

10万人あたりの死亡者数

総死亡者数

クラスタ―対策班作成

各国、都市における総死亡者数および
人口10万人あたりの死亡者数の比較



Hammer and Dance

Tomas Pueyo
https://medium.com/@tomaspueyo/coronavirus-the-hammer-and-the-dance-be9337092b56


